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令和４年度 特別の教育課程の実施状況等について 
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１．特別の教育課程の内容 

（１）特別の教育課程の概要 

   本市全小学校において、平成１５年度より取り組んできた英会話学習の内容と外国語

活動・外国語科の内容を関連づけた独自の年間指導計画を作成し、「話すこと」「聞くこ

と」に特化した指導を行うことで、英語によるコミュニケーション能力の育成を図る。   

必要となる教育課程の基準の特例については、「教育課程特例校編成の基本方針等に

ついて」を参照。 

 

２．特別の教育課程の実施状況に関する把握・検証結果 

（１）特別の教育課程編成・実施計画に基づく教育の実施状況 

   ○・計画通り実施できている 

   ・一部、計画通り実施できていない 

   ・ほとんど計画通り実施できていない 

 

（２）保護者及び地域住民その他の関係者に対する情報提供の状況 

   ○・実施している 

   ・実施していない 

 

（３）自校における評価 

   

  ・担当から出されている毎月の英会話学習の計画に基づき、担任とＡＬＴやＥＡＡとの

打合せを行い、連携を密にして学習を進めることができた。 

・担任からも積極的にコミュニケーションを取るよう心がけた。 

  ・第 1学年から英会話学習を実施していることで、英語に慣れ親しむことができ、休み

時間には、ＡLＴやＥＡＡと英語で挨拶を自然にかわしたり、質問したり、遊びに誘

うなどの様子が見られた。 

・英会話学習の時間に安心して学習できるよう、給食時や休み時間、清掃時などもＡＬ

ＴやＥＡＡに児童と関われるようにした。 



 

（４）学校関係者による評価 

  ＜児童＞ 

 ・低学年では、月 1時間の英会話学習を楽しみにしている児童が多かった。学習では、 

積極的に英語で会話しようとしている姿が多く見られた。 

 ・英語での挨拶は、毎回繰り返し行っていることで自信を持って言うことができた。 

 ・英語チャレンジ DAYでは、初めは話すことができなかった児童も、様々なアクティビテ

ィーを通して自然に話すことができていた。英語チャレンジ DAY終了後も、英語で会話

しようと意欲的な児童も見られた。 

 ＜保護者＞ 

 ・英語チャレンジ DAYについての様子を家庭で楽しそうに話していた、英語に親しむよい 

機会となったなどの意見あり。 

 

３． 実施の効果及び課題 

 

 ・英会話学習を実施することで、どの学年も挨拶や簡単な英語での表現に慣れ親しむこ

とができた。また、外国の言葉や文化に興味･関心を持つことができた。 

・英会話学習と各教科・領域との合科的･関連的指導を図ることが難しい。 

・英会話学習と、学習指導要領で示す「外国語活動」「外国語」との関連をどのようにして

いけばよいか。 

・今年度本校は、４年生以上の「外国語活動」「外国語」については、英語専科が指導を行

っているため、担任が行う英会話学習の指導との連携が難しい。 

・３年、４年の英会話学習については、１つのテーマで進めるため、時期や日程の調整が

難しい。 

 

５．課題の改善のための取組の方向性 

 ・ＡＬＴやＥＡＡとの打合せを充実し、児童が英語に慣れ親しめるような日常場面や教材

などを活用して学習が進められるようにする。 

・英会話学習との関連的指導が図れるよう指導計画を工夫する。（特に図工、音楽や学校

行事などで） 

 ・見通しを立てて計画的に授業を組んでいく。 

 ・英語専科教員と担任が話し合える時間を確保する。 

  


